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事術学関連学会連合第 8 回公開シンポジウム

私たちを過去とつなぐ「記憶』とそが

現在、来来、そして芸術の創造と密接につながる
藍術作品はどのような力、たちで私たちとともにあるのだろうか。石の建築や彫刻は制作の時を過ぎてもモ二ユメントとして永くそ己にあるが、その場から切

り躍された作品はモ二ユメントというよりはドキュメントの様相を第百る。。といって、往時のままにある力、のようなモ二ユメント也作品そのものではなく、

障をそ経て変質し あるいは届図が変質し その言葉通リ 「思い出させるJ 1もの(手段) J でしかないのかもしれなし、。作品を取り戻すには監理とともにE憶

を蘇らせる必要がある。

E憶には個体のE憶、個体が思ナ継ぐ伝承としてのE僚とともに、社会が空け継ぐ制度としてのI2ti置がある。舞踊や演劇""， 12録以上にE憶とともにある華

街であろう。楽譜という、より厳密なドキュメントを持つ音楽也楽譜壱飼えて、配憶が不可欠な華街であろう。 フィルムやレコ ドあるし、仕ピデオといっ
たE録媒体をE獲得して以来、諾芸術はどう変質したのか、.12録媒休が制作媒体あるし、は作品そのものとなった映像(映画)はその意味で完全な重華街にも恩わ

れるが、映像に乙そE憶は不可欠なのではないだろう庁。

服飾や服飾研究において、記録圃離な身体の2己慣や触覚の12憶はどのように保たれ、伝えられるの街。美術教育にあ引いては整術の記憶はどのような教育的意

味を待つのか。また、地域とともにある学会や研究会にとって華街のE憶はどのような意味を持っているのか。 I1己憶」 は過去や回怨といった言葉と連銀

されがちだが、個人や社会に直接取り込まれ、媒体なしに瞬時によみがえる 112惜」 乙そが、実は、現在や未来ι そして重華街の創造と密畿につながっている。
藍術学関連学会連合笥学会町悼リストが国術のE億J C!!衡における!2t1J rl2憶としての藍術」 等について語り合う。

パネリスト晶子ーマ
香川 檀慌超大学 ・ 奨学会}

円票流￠前と後一一不在者の緑(よすが)としての写真とモノ」

ア トはいかにして個人や出来事をE悔するのか.被人の遺品や顔写真を恒周したも

のに始まり社会』ξ潜在するE憶の綱遣の表最へと至る作品を園内例同〉現代ア ト

からとりあげ、意味作用の叡解を阻みる固

東京大.，表象ヌプヒ諭コ ス)得土後周目標程修7，武蔵大学人文..敏慢. 近著に『漕轟初。たち; J (水

声鉛

関村 蹴(広島市立大学広島芸術学会}

「ヒロシマのく顔〉と12憶J

後爆者の肖像画を制作展示する蹴みの例をもとに、〈顔〉のもつ訴える力、また包憶

において果たす機能について考寮ずる それ必現れの受容から我々がい削とその意

稼を心』亡.，み得るかという問題"向き合うことでもある。

問芸術大写で世 (美術〕 ブルゴ一二ュ大軒 D臥ブ')ュツセル自白大手で酔粧の開を

取得.広島市立大手散慢」

平芳幸r宙 (京郵工芸銀雄大学・憲医学会/鍵術史学会)

司君代芸術におけるデジヤヴユとジヤメヴユ」
シンヂィ シヤ マン森村泰畠 ヴォルフ刀ングテイルマンスらの作品を取り上

げながら、現代芸術におけるイメ ジとE憾の関係老、デジャヴュ(~厩梗感)とグャ

メヴユ(~未調感)を手鮮かリに考えてみたい固

圏工宝庫晴美術館主怪研究員を経て、 粛軍工芸鎗雄大，美術工芸貨終値准敏弘麿門は近現代美街.

村上タカシ(宮嶋被育大学 ・ 鍵街利鞍育学会}

ロ 11 メモリアルプロジェク卜(のこすプロジェク卜 )J

写真、険自齢、 E曾、科学的デタだけではなく、実際の海波で被災したモノを奄えて

残すことで広島の原爆ドムのように痩災の包憶を後世に伝えていくプロジェク

トを展開中. コンセプトと行動を綴告.

東京杉並区で「掌'"健術嘗膚懇U展や仙台で「観光とア ト」などを企画実施a 買日本大窟災以.1<1: rfi( 
]. 11 プロヲェクト」などを履開L 宮寝教育大学准鞍処

大轟正夫(京都健鋪華街大学 ・日本デザイン学会}

「作法としての空間意匠~月待ちの日本美-J

「わが庵は月待山の震にて傾く"，の髭をしぞ恩う).鍵政が憾んだ 首の面Iiは、組閣

と東求墜とわず削亡残る苑地に漏るしかえ主い しかし 日本ならではの作法の包憎た主

くしては現われない「見え」の風療が溜んて丸、た.

n大型医大学慢旬土後棒温課程(建築霞齢掌) 修7. 印象) 環境建策研究所を経て 京竃耀俗芸術大

寧激銑

桑木野幸司 (大阪大学・鍵術史学会)

「初期近代西欧の芸術文化における創造的肥憶」

叡珊近代の西欧では知的創作活動や芸術制作の場面で、包慣が重憂な働きを果たし

ていた.その背療には、 E憤衡とよばれる情報盤理法の流行があった. 12憶が創造と

切り結ぶ瞬間を具体伊Jを通じて見てみたい.

1民狗年.，京大学大事事実工掌系研究科修士課程修7，>沿6 年ピ.大字文字.・士課程修ア(PhD) 、
X引 1 年よリ大阪大学文字場開ヰ准散乱

沼野雄司 帽周学園大学日本音調医学会)
「前衛音楽における形式と12憶」

伝統的な音楽形式は獲得や音形の回婦に力学的危ポイントを置いている。すなわち形

式の工夫とは短期限憧の検作に他なら危いa 方で前衛音楽における形式の傑求は

新ししザをの包憶のあり却とつながっている.

同衝大掌大朝日程修7. ハ→tード大手署員研究員(醐冊柵咽地肌

山崎詰車(関東学院大学 ・ 服飾奨学会}

「服飾における触覚の記憶 『ユルスナ ルの靴』 をめぐって 」

須賀敦子の 『ユルスナ ルの役J 1プロロ グJ 10::しるされた「きっちり足に合った健斗

をめぐる曾訟を紹介し、殿飾が触貨のE憶を過して、"ぎやかに芸術の位沼へと変奏

してゆくさまをみてゆく.

師時女子大掌大開醐判究科修了.開照明大学入閣制開散乱服飾美夢酉洋服飾

史事攻.

肇術学関連学会連合第 8 回公開シンポジウム「芸術と記憶」

主催 藍術学関連学会連合(参加学会 意匠学会/国牌浮世絵学会/東北轟術文化学会/東浮音楽学会/日本映像学会/日車演劇学会/日本音楽学会/

日本デザイン学会/比較舞踊学会n奨学会/美術科教育学会/美術史学会 1 ft;.墨芸術学会/服飾美学会/舞踊学会 叩音順}
共催 国立国際美術直 ・ 大阪大学大学院文学研究科科研基盤研究 (A) rアツ ・ アンドクラフツと昆藍J

日時 2013 年 6 月 8 日(土)13時国分 17 時担分
会場 目立国際美術直揚堂 〒530-0∞5 大阪府大阪市北区中立昆 4-2-55 httpJlwww.n問o.go.jpl

京阪中之島線『渡辺繍J駅より商西へ約 5 分、地下鉄四つ橋線『度強橋J駅より酉へ約 10分、川大阪駅より商西へ約四分(上田山孔ご参照ください}
参加資 無料

お問い合わせ大阪大学奨学研究室 (06... 叩-5122 火 ・ 木 ・ 金曜日)


